
富
士
川
先
生
・
呉
先
生
の
生
涯
に
つ
い
て
は
そ
の
概
略
を
皆
様
よ
く
ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
資
料
一
に
両
先
生
の
生
涯
を
な
ら
べ
て

桑
ま
し
た
。
富
士
川
先
生
は
広
島
県
沼
田
郡
の
生
ま
れ
、
呉
先
生
は
江
戸
青
山
で
す
が
芸
州
支
藩
下
屋
敷
に
う
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
父
君
は
と

（
一
）

も
に
医
師
。
生
年
は
お
な
じ
く
一
八
六
五
年
で
、
呉
先
生
が
三
か
月
ほ
ど
は
や
く
う
ま
れ
て
お
い
で
で
す
。
呉
先
生
は
幼
時
の
ほ
ぼ
五
年
間
を

広
島
県
で
く
ら
し
て
ま
た
東
京
に
も
ど
っ
て
お
り
、
そ
の
の
ち
富
士
川
先
生
が
医
学
校
を
お
え
て
上
京
さ
れ
、
両
先
生
が
は
じ
め
て
あ
っ
た
の

富
士
川
英
郎
先
生
な
ら
び
に
ご
出
席
の
皆
様
。
富
士
川
勝
先
生
の
没
後
五
○
年
と
い
う
ふ
か
く
記
念
す
べ
き
時
に
報
告
の
機
会
を
あ
た
え
ら

れ
た
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
な
光
栄
で
あ
り
ま
す
。
呉
秀
三
先
生
は
富
士
川
先
生
の
生
涯
の
親
友
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
光
栄
は
た
い
へ
ん
に

お
も
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
と
も
う
し
ま
し
て
も
、
あ
た
ら
し
い
資
料
に
あ
た
る
、
あ
る
い
は
、
ま
え
に
つ
か
っ
た
資
料
を
も
う
一
度
検
討
し
な

お
す
と
い
う
ま
で
の
時
間
も
な
く
て
、
呉
秀
三
先
生
伝
（
『
呉
秀
三
そ
の
生
涯
と
業
績
』
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
八
二
年
）
に
か
い
た

も
の
の
抜
華
に
ち
か
い
内
容
に
な
る
こ
と
を
お
詑
び
し
な
く
て
な
り
ま
せ
ん
。

一

富
士
川
勝
・
呉
秀
三
両
先
生
の
間

ｌ
友
情
と
医
学
史
探
究
Ｉ

和
罐
率
薙
蕊
一
意
ま
第
澆
平
成
二
年
十
月
三
十
一
日
受
付

岡
田
靖
雄

17 ／勺甸､
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賓
料
一
両
先
生
の
歩
承

8－1(1)(Ⅱ）19-

929088 師
（
明
治
卯
）

797267

年
閖
（
慶
応
１
）

96950099989796040201略
（
明
治
調
）
’

（
慶
応
３
）

（
明
治
５
）

（
明
治
皿
）

（
明
治
皿
）

（
明
治
羽
）

（
明
治
錫
）

（
明
治
調
）

（
明
治
鋤
）

（
明
治
証
）

（
明
治
鉈
）

（
明
治
調
）

（
明
治
記
）

（
明
治
鯛
）

（
明
治
弘
）

（
明
治
弱
）

（
明
治
師
）

｜
富
士
川
瀞

一
芸
州
に
う
ま
る
（
６
．
４
１
旧
５
．
９

‐
日
本
神
経
学
会
評
議
員
、
日
本
児
童
研
究
会
創
立

『
日
本
書
學
史
』

広
島
県
広
島
医
学
校
卒
、
上
京
、
中
外
医
事
新
報
社
に

父
雪
を
中
心
に
奨
進
医
会
組
織
さ
る

帰
国
、
中
洲
養
生
院
医
長

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学

八
こ
の
年
末
か
翌
年
は
や
く
あ
い
し
る
Ｖ

一
医
科
大
学
卒
業

八
『
中
外
書
事
新
報
』
に
交
互
に
医
人
伝
を
か
き
は
じ
め
る
Ｖ

八
先
哲
祭
（
３
．
４
）
Ｖ

八
医
史
社
を
お
こ
す
、
増
田
知
正
と
の
共
選
『
日
本
産
科
叢
書
』
Ｖ

八
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
祭
、
種
痘
記
念
祭
Ｖ

八
芸
備
医
学
会
創
立
Ｖ

Ａ
土
肥
慶
藏
と
の
共
選
『
日
本
瞥
學
叢
書
』
（
第
二
巻
は
翌
年
）
Ｖ

医
科
大
学
助
教
授
（
「
志
望
ヲ
編
史
一
一
絶
」
つ
）

ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
留
学

八
ウ
ィ
ー
ン
で
あ
う
Ｖ

ハ
イ
ェ
ー
ナ
で
あ
う
Ｖ

八
イ
ェ
ー
ナ
で
あ
う
Ｖ

呉
秀
三

江
戸
青
山
芸
州
支
藩
邸
に
う
ま
る
（
３
血
ｌ
旧
２
．
９

帰
国
、
医
科
大
学
教
授
、
巣
鴨
病
院
医
長
（
↓
院
長
）

日
本
神
経
学
会
創
立

一
家
広
島
県
に
う
つ
る

一
家
東
京
に
う
つ
る

’
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は
一
八
八
八
年
（
明
治
一
二
年
）
末
か
翌
年
は
じ
め
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
両
先
生
と
も
に
二
三
歳
の
頃
で
す
。

お
二
人
の
交
流
は
お
お
き
く
四
期
に
わ
け
ら
れ
ま
す
。
で
あ
っ
て
か
ら
、
呉
先
生
が
医
科
大
学
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
て
「
志
望
ヲ
編
史
二

絶
」
つ
、
そ
の
直
前
ま
で
が
第
１
期
で
、
こ
の
間
に
は
お
二
人
は
力
を
あ
わ
せ
て
医
学
史
の
面
で
ひ
じ
ょ
う
に
お
お
く
の
先
駆
的
な
仕
事
を
さ

れ
ま
し
た
。
資
料
一
の
年
表
で
三
角
カ
ッ
コ
に
し
ま
し
た
の
は
、
両
先
生
い
っ
し
ょ
の
お
仕
事
で
す
。
一
八
九
二
年
（
明
治
二
五
年
）
一
二
月
四

日
に
お
こ
な
わ
れ
た
先
哲
祭
が
、
日
本
医
史
学
会
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
よ
く
ご
承
知
の
こ
と
で
す
。
こ
の
時
期
に
芸
備
医
学
会

も
創
立
に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
。
実
は
、
芸
備
医
学
会
創
立
は
一
八
九
六
年
五
月
一
○
日
で
、
呉
先
生
の
助
教
授
就
任
は
四
月
三
○
日
で
す
が
、

理
解
し
や
す
い
よ
う
に
順
序
は
逆
に
し
て
あ
り
ま
す
。
第
Ⅱ
期
は
留
学
期
、
呉
先
生
が
一
九
○
一
年
（
明
治
三
四
年
）
末
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学

(1V) (Ⅲ）

403832313027 262519181413 ｍ
（
明
治
“
）

（
昭
和
２
）

（
昭
和
５
）

（
昭
和
６
）

（
昭
和
７
）

（
昭
和
喝
）

（
昭
和
巧
）

（
大
正
２
）

（
大
正
３
）

（
大
正
７
）

（
大
正
８
）

（
大
正
型
）

（
大
正
喝
）

日
本
医
史
学
会
理
事
長

没
（
ｎ
．
６
）

精
神
病
者
保
護
に
関
す
る
講
習
会
講
師

中
洲
養
生
院
医
長
や
め

八
三
宅
鑛
一
と
の
共
著
『
教
育
病
理
學
』
Ｖ

Ａ
片
山
國
嘉
ら
と
犯
罪
学
協
会
創
立
Ｖ

一
『
箕
作
院
甫
』

八
共
選
『
東
洞
全
集
』
Ｖ

同
上
教
授
・
院
長
定
年
退
官
・
退
職

『
シ
ー
ポ
ル
ト
先
生
其
生
涯
及
功
業
』

八
日
本
医
史
学
会
を
創
立
）

八
尼
子
四
郎
没
Ｖ

八
土
肥
慶
藏
没
Ｖ

没
（
３
．
妬
）

同
上
理
事
長

｜

’
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か
ら
か
え
ら
れ
る
ま
で
で
、
こ
の
間
に
富
士
川
先
生
も
呉
先
生
の
翌
年
一
八
九
八
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
に
た
た
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
富
士

川
先
生
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
専
攻
さ
れ
た
も
の
の
な
か
に
神
経
学
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
す
。

第
Ⅲ
期
は
、
両
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
の
仕
事
を
精
力
的
に
展
開
し
た
時
期
で
す
。
富
士
川
先
生
は
一
九
○
四
年
（
明
治
三
七
年
）

に
主
著
で
あ
る
『
日
本
瞥
學
史
』
を
だ
さ
れ
、
ま
た
一
九
一
○
年
に
は
中
洲
養
生
院
医
長
を
や
め
ら
れ
ま
し
た
、
ｌ
こ
こ
で
先
生
は
医
史
学

を
中
心
と
す
る
仕
事
に
専
念
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
呉
先
生
は
帰
国
す
る
と
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
お
よ
び

東
京
府
巣
鴨
病
院
院
長
と
な
っ
て
、
精
神
病
学
の
教
育
・
実
践
・
研
究
・
啓
蒙
の
分
野
で
は
げ
し
く
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
後
半
に

な
る
と
、
呉
先
生
は
医
学
史
の
面
に
ま
た
か
な
り
の
力
を
そ
そ
が
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
第
Ⅲ
期
の
終
わ
り
は
、
日
本
医
史
学
会
創
立
の
直

前
と
し
ま
し
た
が
、
呉
先
生
が
教
授
・
院
長
を
退
官
・
退
職
さ
れ
た
時
点
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
第
Ⅳ
期
は
、
日
本
医
史
学

会
創
立
か
ら
呉
先
生
の
没
年
ま
で
に
な
り
ま
す
。
‐

こ
の
よ
う
に
み
ま
す
と
、
両
先
生
の
歩
み
に
平
行
す
る
面
の
お
お
い
こ
と
が
よ
く
お
わ
か
り
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

裳
華
房
、
東
京
、
一
九
○
四
年
）
に
、

だ
き
ま
す
。

さ
て
、
両
先
生
が
で
あ
っ
た
頃
に
つ
い
て
は
、
ま
え
に
も
報
告
い
た
し
ま
し
た
（
「
呉
秀
三
・
富
士
川
勝
両
先
生
が
で
あ
っ
た
頃
ｌ
わ
が

国
医
史
学
の
濫
鵤
を
さ
ぐ
る
ｌ
」
『
日
本
雷
史
學
雑
誌
』
第
二
七
巻
第
四
号
、
一
九
八
一
年
）
が
、
こ
こ
で
も
う
一
度
ふ
り
か
え
ら
せ
て
い
た

ま
ず
こ
の
出
会
い
に
つ
い
て
の
証
言
を
き
き
ま
し
ょ
う
。
呉
先
生
は
富
士
川
先
生
の
「
日
本
醤
學
史
の
序
」
（
富
士
川
源
『
日
本
醤
學
史
』

一
一

二
十
余
年
前
余
が
富
士
川
君
と
初
め
て
交
を
締
ん
だ
頃
は
余
が
医
学
を
修
め
る
こ
と
に
心
を
定
め
て
よ
り
暫
時
の
後
で
あ
っ
た
か
ら
此
の

如
き
趣
味
を
抱
い
て
居
る
こ
と
が
ま
だ
濃
く
段
ん
で
あ
っ
た
故
森
川
に
釘
店
に
君
が
余
の
下
宿
を
訪
ひ
来
つ
た
頃
に
嗜
好
が
似
て
帰
趣
が
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同
じ
で
心
意
気
が
相
ひ
投
合
し
た
の
も
当
然
で
あ
る

と
か
い
て
お
り
ま
す
。
土
肥
慶
藏
先
生
は
お
な
じ
く
「
日
本
醤
學
史
序
」
に
、

往
年
余
ノ
学
生
タ
リ
シ
時
営
テ
呉
芳
溪
ト
居
ヲ
同
ウ
ス
芳
溪
好
ミ
テ
医
史
ヲ
講
ジ
余
モ
亦
我
国
医
史
ノ
欠
ゲ
テ
備
ハ
ラ
ザ
ル
ヲ
歎
ジ
遂
ニ

ニ
人
腎
謀
り
起
テ
之
ヲ
修
メ
ン
ト
ス
一
日
客
ア
リ
来
リ
テ
芳
溪
ヲ
訪
フ
挙
止
端
正
風
采
素
撲
頗
ル
古
君
子
ノ
風
ア
リ
芳
溪
卜
与
二
和
漢
医

学
ノ
事
ヲ
談
ジ
其
言
鑿
鑿
ト
シ
テ
証
拠
ア
リ
余
私
カ
ニ
其
尋
常
ノ
人
物
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
信
ズ
既
ニ
シ
テ
芳
溪
顧
ミ
テ
客
ヲ
余
二
介
ス
余
是

二
於
テ
始
メ
テ
富
士
川
子
長
ト
相
識
ル
ヲ
得
タ
リ
因
テ
鼎
坐
倶
二
志
ヲ
語
り
更
ノ
移
ル
ヲ
覚
エ
ズ

と
の
べ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
お
わ
か
い
富
士
川
先
生
の
姿
が
う
か
び
あ
が
っ
て
き
ま
す
。
富
士
川
先
生
は
「
故
筈
學
博
士
呉
秀
三
君
」
（
『
藝
備

瞥
事
』
第
四
二
八
号
、
一
九
三
二
年
）
に
、

私
が
故
博
士
と
相
知
っ
た
と
き
は
、
故
博
士
が
大
学
に
入
り
て
医
学
を
修
め
ら
れ
て
か
ら
ま
だ
間
も
な
い
頃
で
あ
り
ま
し
た
が
、
私
も

医
史
を
修
む
る
こ
と
を
志
し
て
居
っ
た
の
で
、
話
が
よ
く
合
ひ
ま
し
て
、
私
は
し
ば
人
、
故
博
士
の
下
宿
し
て
居
ら
れ
た
本
郷
釘
店
の
本

間
を
た
づ
ね
た
の
で
あ
り
ま
す
。

と
か
た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

り
ま
す
。

そ
し
て
呉
先
生
は
「
土
肥
慶
藏
君
を
憶
ふ
」
（
『
禮
性
』
第
一
七
巻
第
六
号
、
一
九
三
一
年
）
に
、
下
宿
の
こ
と
を
こ
う
か
い
て
お
り
ま
す
。

明
治
二
十
年
頃
に
は
君
と
同
宿
し
て
数
ヶ
月
西
片
町
の
石
原
と
云
ふ
人
の
二
階
に
住
っ
て
居
た
こ
と
が
あ
る
。
此
家
に
私
は
君
が
何
か
の

事
故
で
去
っ
た
後
は
、
今
は
病
理
学
の
大
家
で
あ
る
藤
浪
鑑
君
と
同
宿
し
て
居
た
。
石
原
が
白
山
前
に
移
っ
て
、
両
人
と
も
つ
い
て
引
越

し
、
そ
れ
か
ら
森
川
町
の
下
宿
へ
二
人
で
又
相
宿
し
て
居
た
。

つ
ま
り
、
呉
・
土
肥
両
先
生
は
西
片
町
の
石
原
方
に
同
宿
し
て
い
た
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
時
期
は
い
つ
ご
ろ
か
。
呉
先
生
の
第
二
男
呉
章
二
様
が
医
学
文
化
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
資
料
Ａ
猟
に
、
呉
先
生
が
呉
家
由
来
か

森
川
町
、
本
郷
釘
店
の
本
間
方
、
そ
し
て
呉
・
土
肥
両
先
生
が
同
宿
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
う
か
ぴ
あ
が
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ら
一
八
九
一
年
五
月
一
二
日
に
い
た
る
動
静
を
し
る
し
た
日
乗
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
は
森
林
太
郎
の
『
自
紀
材
料
』
に
な
ら
い
、
そ
れ
を
『
自

紀
資
料
一
』
と
よ
ん
で
お
り
ま
す
。
一
八
八
八
年
（
明
治
二
一
年
）
の
と
こ
ろ
に
「
十
一
月
末
森
川
町
五
拾
壱
番
地
野
口
氏
一
一
移
ル
」
と
あ
り

ま
す
。
つ
づ
い
て
「
二
十
二
年
一
月
廿
五
日
西
片
町
十
番
地
石
原
氏
二
移
ル
」
と
あ
り
、
ま
た
欄
外
に
は
「
非
日
本
食
論
」
、
つ
い
で
欄
内
に

「
三
月
医
学
統
計
論
訳
成
」
と
あ
り
ま
す
。
「
非
日
本
食
論
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
森
林
太
郎
の
『
非
日
本
食
論
将
失
其
根
檬
」
に
呉
先
生
が

か
い
た
序
文
の
こ
と
で
、
一
八
八
九
年
の
ほ
う
に
か
い
て
あ
り
ま
す
が
、
前
年
の
一
二
月
一
四
日
に
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
「
書
學

統
計
論
」
は
森
林
太
郎
の
統
計
論
争
の
も
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

つ
ぎ
の
・
ヘ
イ
ジ
は
和
紙
に
イ
ン
ク
書
き
の
た
め
に
じ
ん
で
し
ま
い
、
ひ
ど
く
よ
糸
に
く
い
の
で
す
が
、
「
四
月
廿
八
日
石
渡
慶
藏
其
郷
□
□

□
□
ロ
ー
移
ル
」
と
あ
り
、
つ
づ
い
て
「
四
月
冊
日
名
古
屋
人
藤
浪
鑑
太
郎
来
寓
」
と
あ
り
ま
す
。
土
肥
先
生
が
叔
父
土
肥
玄
朴
の
養
子
に
な

ら
れ
た
の
は
こ
の
年
の
八
月
二
○
日
の
こ
と
で
、
こ
の
と
き
は
ま
だ
石
渡
姓
で
し
た
。
藤
浪
鑑
太
郎
と
あ
る
の
は
藤
浪
鑑
で
、
呉
先
生
よ
り
は

五
歳
下
で
し
た
、
そ
し
て
土
肥
先
生
と
は
す
で
に
親
交
が
あ
っ
た
の
で
す
。

一
八
八
九
年
の
終
わ
り
頃
の
と
こ
ろ
に
、
「
白
山
前
町
二
移
ル
」
、
つ
い
で
「
弥
生
町
三
番
地
二
移
ル
」
と
あ
り
ま
す
が
、
日
が
は
い
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
白
山
前
町
に
つ
い
て
は
、
『
東
京
害
學
會
雑
誌
』
第
三
巻
第
二
一
号
に
「
小
生
義
今
般
東
京
府
士
族
中
野
の
籍
に
入
り
且
つ
姓
を

中
野
と
改
め
当
分
小
石
川
区
白
山
前
町
四
十
八
番
地
石
原
方
に
寓
居
す
」
と
い
う
広
告
が
中
野
（
呉
）
秀
三
の
名
で
だ
さ
れ
て
い
ま
す
（
こ
の

広
告
の
存
在
は
新
潟
の
小
関
恒
雄
先
生
か
ら
お
し
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）
。
す
る
と
白
山
前
町
に
う
つ
っ
た
の
は
一
○
月
中
で
し
ょ
う
か
。

藤
浪
の
追
悼
講
演
（
『
呉
秀
三
小
傳
』
呉
博
士
伝
記
編
纂
会
、
東
京
、
一
九
三
三
年
）
で
は
、

年
は
忘
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
私
が
未
だ
高
等
学
校
に
居
っ
た
時
分
、
呉
秀
三
君
が
大
学
の
三
年
か
四
年
の
学
生
で
あ
っ
た
頃
の
こ
と
で

す
。
二
人
は
室
を
一
緒
に
し
て
森
川
町
の
下
宿
屋
に
居
り
ま
し
た
。

と
か
た
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
夜
は
や
く
ね
て
、
呉
先
生
に
お
こ
さ
れ
た
が
お
き
ず
に
い
た
ら
、
翌
朝
、
ゆ
う
べ
き
た
の
は
森
鴎
外
先
生
だ
っ
た

の
に
、
と
呉
先
生
に
し
か
ら
れ
た
の
も
、
こ
の
森
川
町
の
下
宿
で
の
こ
と
で
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
野
口
方
の
第
一
森
川
町
時
代
に
た
い
し
、
第

22（22）



時
代
で
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

二
森
川
町
時
代
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
白
山
前
町
、
弥
生
町
の
記
載
の
欄
外
に
、
「
明
治
廿
三
年
此
頃
ヨ
リ
医
史
ヲ
編
マ
ン
ト
思
う
」

と
あ
る
こ
と
も
、
注
目
し
て
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
§

呉
先
生
の
宿
舎
の
こ
と
は
こ
の
あ
と
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
年
）
に
な
り
、
．
月
廿
六
日
、
午
後
五
時
本
郷
四
丁
目
二
十
九
番
地
本
間

好
兼
方
へ
転
寓
」
と
あ
り
、
本
郷
釘
店
の
本
間
が
こ
れ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
呉
先
生
は
前
年
二
月
一
七
日
に
医
科
大
学
を
卒
業
し

て
お
り
ま
す
）
。
こ
の
記
載
の
前
後
に
は
、
中
野
氏
を
で
た
こ
と
、
土
肥
先
生
を
お
と
ず
れ
た
こ
と
、
増
田
知
正
の
き
た
こ
と
が
で
て
い
ま
す

（
『
自
紀
資
料
こ
に
は
残
念
な
が
ら
富
士
川
先
生
の
来
訪
は
か
い
て
あ
り
ま
せ
ん
、
だ
い
た
い
、
自
分
が
訪
問
し
た
こ
と
は
し
る
し
て
も
、
訪

問
を
う
け
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
し
る
さ
れ
ず
、
森
林
太
郎
来
訪
も
で
て
き
ま
せ
ん
）
。

こ
う
し
て
染
ま
す
と
、
白
山
前
町
か
ら
う
つ
っ
た
森
川
町
が
で
て
こ
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
記
載
は
途
中
か
ら
精
疎
が
は
げ
し
く
て
、
お
お

き
な
打
撃
と
な
る
事
件
の
あ
と
一
年
を
こ
え
て
と
だ
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
富
士
川
先
生
の
「
五
洋
先
生
を
億
ふ
」
（
『
藤
浪
先

生
追
悼
録
』
人
文
書
院
、
京
都
、
一
九
三
五
年
）
、
五
洋
は
藤
浪
の
号
で
す
が
、
こ
こ
に
は
、

私
が
五
洋
先
生
を
始
め
て
知
っ
た
の
は
、
博
士
が
ま
だ
東
京
の
医
科
大
学
の
一
年
生
で
あ
っ
た
頃
に
、
呉
芳
溪
君
と
共
に
市
川
の
方
へ

遠
足
す
る
と
て
、
本
郷
の
街
上
を
滴
歩
し
て
居
ら
れ
た
そ
の
街
上
で
、
芳
溪
君
か
ら
紹
介
せ
ら
れ
た
時
で
あ
っ
た
。

（
一
一
）

と
あ
り
ま
す
の
は
、
一
八
九
一
年
で
し
ょ
う
か
。
富
士
川
先
生
が
た
ず
ね
た
の
は
、
森
川
町
で
藤
浪
が
呉
先
生
と
同
宿
し
て
い
た
第
二
森
川
町

全
体
が
ピ
ッ
チ
リ
と
は
整
合
し
ま
せ
ん
が
、
呉
先
生
の
下
宿
は
、

森
川
町
五
一
番
地
野
口
方
ｌ
西
片
町
一
○
番
地
石
原
方
（
土
肥
と
同
宿
、
つ
い
で
藤
浪
と
同
宿
）
Ｉ
白
山
前
町
四
八
番
地
石
原
方

（
藤
浪
と
同
宿
）
ｌ
森
川
町
（
藤
浪
と
同
宿
）
ｌ
弥
生
町
三
番
地
：
…
本
郷
四
丁
目
二
九
番
地
本
間
好
兼
方

と
う
つ
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
呉
先
生
が
は
じ
め
森
川
町
五
一
番
地
に
い
た
一
八
八
八
年
（
明
治
二
一
年
）
二
月
末
か
ら
翌
年
一
月
二

四
日
ま
で
の
あ
い
だ
に
富
士
川
先
生
が
呉
先
生
を
た
ず
ね
て
い
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
た
し
か
で
す
。
こ
の
と
き
土
肥
先
生
が
呉
先
生
と
同
宿
し
て
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い
た
可
能
性
は
す
ぐ
な
い
と
み
ま
す
と
、
土
肥
先
生
は
西
片
町
一
○
番
地
石
原
方
で
富
士
川
先
生
と
あ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
八
八
九
年
一
月

二
五
日
か
ら
四
月
二
七
日
ま
で
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
呉
先
生
か
富
士
川
先
生
か
が
西
片
町
も
だ
し
て
よ
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
呉
先
生
が
森
川

と
釘
店
と
を
だ
し
て
い
る
の
は
、
最
初
の
出
会
い
と
し
ば
し
ば
の
出
会
い
と
を
あ
げ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
本
郷
四
丁
目
二
九
番
地
本
間
好
兼

方
へ
は
富
士
川
先
生
が
呉
先
生
を
足
し
げ
く
た
ず
ね
ら
れ
た
、
と
、
お
も
わ
れ
ま
す
。

呉
先
生
の
兄
文
聰
は
広
島
県
出
身
者
の
会
の
世
話
を
し
て
お
り
、
呉
先
生
も
そ
の
会
へ
出
席
さ
れ
た
こ
と
は
『
自
紀
資
料
一
』
に
も
記
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
富
士
川
・
呉
両
先
生
が
こ
の
会
で
直
接
で
あ
っ
た
可
能
性
は
絶
無
で
は
な
い
と
し
て
も
、
両
先
生
が
そ
う
は
い
っ
て
お
ら
れ

な
い
の
で
、
富
士
川
先
生
が
呉
文
聰
に
紹
介
さ
れ
て
呉
秀
三
先
生
を
た
ず
ね
た
の
だ
ろ
う
と
か
ん
が
え
て
お
り
ま
す
。

当
時
の
地
図
を
現
在
の
も
の
と
か
さ
ね
あ
わ
せ
て
み
ま
す
と
、
森
川
町
五
一
番
地
は
本
郷
六
丁
目
一
三
番
地
の
あ
た
り
、
西
片
町
二
番
地

は
か
な
り
ひ
ろ
い
の
で
す
が
現
在
の
西
片
一
丁
目
五
、
六
、
一
○
、
二
番
地
ぐ
ら
い
、
白
山
前
町
四
八
番
地
は
現
在
白
山
五
丁
目
三
一
番
地

で
白
山
神
社
の
手
前
に
あ
た
り
ま
す
。
本
郷
四
丁
目
二
九
番
地
は
、
本
郷
五
丁
目
一
番
地
で
す
が
、
本
郷
通
に
面
す
る
ほ
う
で
な
い
裏
通
り
に

面
し
て
い
る
ほ
う
で
す
。
お
そ
ら
く
、
古
書
の
木
村
書
店
が
前
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
裏
あ
た
り
で
し
ょ
う
。
釘
店
と
い
う
名
称
の
由
来
は
ま
だ
た

面
し
て
い
る
ほ
う
で
す
。
』

し
か
め
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
富
士
川
先
生
は
、
「
書
史
學
者
と
し
て
關
場
理
堂
博
士
」
（
『
書
事
公
論
』
第
一
四
一
五
号
、
一
九
三
九
年
）
に
、

私
が
關
場
博
士
と
相
知
っ
た
の
は
博
士
が
東
京
大
学
に
学
生
と
て
籍
を
置
か
れ
た
時
代
で
、
同
じ
く
医
科
の
学
生
で
あ
っ
た
呉
秀
三
、
土

肥
慶
藏
の
両
博
士
と
共
に
会
し
て
医
史
学
上
の
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
闘
は
し
た
事
も
度
々
で
あ
っ
た
。
四
人
と
も
同
じ
く
慶
応
年
間
の

生
れ
で
、
ひ
と
り
土
肥
博
士
は
一
年
下
で
あ
っ
た
が
、
關
場
博
士
は
呉
博
士
及
び
私
と
同
年
で
あ
っ
た
。

と
か
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
富
士
川
先
生
は
呉
・
土
肥
両
先
生
の
西
片
町
時
代
に
あ
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
、
東
京
大
学
医
学
部
、
帝
国
大
学
医
科
大
学
卒
業
生
の
う
ち
で
医
学
史
探
究
に
と
く
に
尽
力
さ
れ
た
人
を
ひ
ろ
っ
て
ぷ
ま
す
と
、

一
八
八
一
年
森
林
太
郎
、
一
八
八
三
年
河
本
重
次
郎
、
一
八
八
八
年
入
澤
達
吉
、
一
八
八
九
年
關
場
不
二
彦
、
一
八
九
○
年
呉
秀
三
・
土
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肥
慶
藏
・
増
田
知
正
、
一
八
九
五
年
藤
浪
鑑
、
一
八
九
七
年
小
川
剣
三
郎
、
一
九
○
二
年
小
川
政
修

が
あ
が
っ
て
き
ま
し
て
、
入
澤
、
關
場
、
呉
、
土
肥
、
増
田
と
一
八
八
八
年
、
八
九
年
、
九
○
年
の
卒
業
に
と
く
に
集
中
し
て
お
り
ま
す
。

富
士
川
先
生
は
さ
き
ほ
ど
の
「
書
史
學
者
と
し
て
の
關
場
理
堂
博
士
」
の
は
じ
め
に
、
西
洋
崇
拝
に
か
た
む
い
て
い
た
明
治
二
一
、
二
年
の

頃
に
關
場
博
士
が
「
心
を
医
史
学
に
潜
め
て
研
究
に
心
が
け
て
居
ら
れ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
驚
嘆
す
べ
き
事
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と

か
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
も
っ
ぱ
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
む
い
て
い
た
医
学
界
の
目
が
わ
が
国
に
も
ど
り
だ
し
た
の
が
、
い
ま
あ
げ
た
先
達
の
頃
で
あ

っ
た
と
解
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
。
富
士
川
、
呉
と
い
う
同
年
同
郷
で
し
か
も
お
な
じ
学
問
を
こ
こ
ろ
ざ
す
人
が
で
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は

な
い
、
世
の
勢
い
が
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
承
ま
す
と
、
關
場
不
二
彦
と
い
う
人
に
つ
い
て
も
も
う
す
こ
し
さ
ぐ
っ
て
い
く
必
要

な
お
、
『
日
本
産
科
叢
書
」
の
一
番
は
じ
め
に
名
を
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
増
田
知
正
は
卒
業
後
産
婦
人
科
学
を
専
攻
し
、
の
ち
駿
河
台
に

濱
田
病
院
を
経
営
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
呉
先
生
留
学
中
の
一
八
九
九
年
七
月
二
五
日
に
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

両
先
生
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
ま
え
に
報
告
し
た
こ
と
の
繰
り
返
し
で
、
こ
れ
に
だ
い
ぶ
時
間
を
と
り
ま
し
た
が
、
わ
が
国
の
医
史
学
に
と

っ
て
こ
の
出
会
い
が
も
つ
意
義
か
ら
し
て
、
こ
の
繰
り
返
し
は
お
ゆ
る
し
い
た
だ
け
る
も
の
と
か
ん
が
え
ま
す
。

を
感
じ
ま
す
。

さ
て
、
両
先
生
が
協
力
し
て
仕
事
さ
れ
た
分
野
は
、
医
史
学
だ
け
で
な
く
、
芸
備
医
学
会
お
よ
び
精
神
神
経
学
の
両
分
野
も
あ
り
ま
す
。
芸

備
医
学
会
に
つ
い
て
は
、
両
先
生
と
も
に
そ
の
郷
里
広
島
県
を
ひ
じ
ょ
う
に
大
事
に
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
さ
せ
て
い

精
神
神
経
学
は
も
ち
ろ
ん
呉
先
生
の
専
門
分
野
で
は
あ
り
ま
す
が
、
富
士
川
先
生
も
神
経
学
を
専
攻
さ
れ
た
こ
と
は
、
さ
ぎ
ほ
ど
指
摘
し
た

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
富
士
川
先
生
は
、
呉
先
生
が
三
浦
謹
之
助
と
と
も
に
創
立
し
た
日
本
神
経
学
会
の
評
議
員
を
さ
れ
る
、
三
宅
鑛
一
と
三

た
だ
き
ま
す
。

三
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さ
て
、
医
史
学
の
面
に
も
ど
り
ま
し
て
、
富
士
川
先
生
は
「
日
本
醤
學
史
奥
書
」
に
、

殊
二
同
郷
ノ
畏
友
医
学
博
士
呉
秀
三
君
〈
、
余
二
先
ダ
チ
テ
我
邦
ノ
医
史
学
ヲ
研
究
貰
已
一
一
得
ル
所
ア
リ
テ
ー
部
ノ
稿
ヲ
脱
セ
シ
ガ
、

任
二
東
京
医
科
大
学
教
授
二
就
ク
ニ
及
ビ
テ
、
復
タ
カ
ヲ
医
史
学
二
専
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
君
ガ
誉
テ
辛
苦
シ
テ
蒐
集
セ
ラ

レ
タ
ル
史
料
ヲ
挙
ゲ
テ
、
悉
ク
之
ヲ
余
一
一
交
附
シ
以
テ
大
一
一
余
ガ
コ
ノ
業
ヲ
助
ケ
ラ
レ
タ
リ
、
特
一
一
記
録
シ
テ
同
君
ノ
厚
誼
ヲ
謝
ス

（
一
二
）

と
か
か
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
自
分
が
編
史
の
志
望
を
断
念
し
て
富
士
川
先
生
に
わ
た
さ
れ
た
も
の
が
大
著
『
日
本
薔
學
史
』
に
承
の
っ
た
こ
と

を
、
呉
先
生
は
ど
ん
な
感
慨
を
も
っ
て
む
か
え
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

名
の
共
著
『
教
育
病
理
學
』
が
あ
る
だ
け
で
な
く
て
、
日
本
神
経
学
会
創
立
と
お
な
じ
一
九
○
二
年
（
明
治
三
五
年
）
に
日
本
児
童
研
究
会
を

創
立
し
、
『
児
童
研
究
』
を
そ
の
機
関
誌
と
し
ま
し
た
。
『
教
育
病
理
學
』
も
日
本
児
童
研
究
会
編
集
と
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、
呉
先
生
の
日
本

神
経
学
会
宿
題
報
告
の
要
旨
「
白
擬
に
就
て
」
が
『
児
童
研
究
』
第
二
○
巻
に
の
っ
た
り
も
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
児
童
研
究
会
は
日
本
児
童

学
会
と
改
称
さ
れ
へ
富
士
川
先
生
は
後
年
こ
の
幹
事
長
に
も
な
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
は
こ
の
学
会
に
だ
い
ぶ
力
を
そ
そ
が
れ
た
よ
う
で
、
あ
る

と
き
某
大
臣
の
招
宴
を
こ
と
わ
っ
て
こ
の
学
会
の
報
告
に
耳
を
か
た
む
け
て
お
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
わ
が
国
の
小
児
精
神
医
学

あ
る
い
は
児
童
精
神
医
学
の
発
達
を
か
ん
が
え
る
と
ぎ
、
富
士
川
先
生
の
お
仕
事
は
そ
の
重
要
な
何
・
ヘ
イ
ジ
か
を
し
め
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
点
は
充
分
な
照
明
を
あ
て
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
こ
と
に
こ
の
日
本
児
童
研
究
会
は
、
精
神
病
学
、
教
育
学
、
小
児

科
学
な
ど
も
ふ
く
む
学
際
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

一
九
一
三
年
の
犯
罪
学
協
会
は
、
「
犯
罪
及
犯
罪
人
二
就
キ
学
術
的
研
究
ヲ
ナ
シ
法
律
、
社
会
、
教
育
及
医
学
等
ノ
諸
方
面
二
貢
献
ス
ル
ヲ

以
テ
目
的
」
と
し
て
、
片
山
國
嘉
、
呉
、
富
士
川
、
三
宅
、
花
井
卓
藏
、
牧
野
英
一
な
ど
の
発
起
で
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
事
務
局
は
両
先
生

の
同
郷
の
医
師
で
司
法
精
神
病
学
を
専
攻
し
た
杉
江
董
が
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
協
会
の
そ
の
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
ま
だ
た
し
か
め

て
お
り
ま
せ
ん
。
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両
先
生
の
共
著
は
資
料
一
一
に
あ
げ
た
と
お
り
で
、
そ
の
な
か
に
は
も
っ
ぱ
ら
富
士
川
先
生
に
よ
る
も
の
、
呉
先
生
に
よ
る
も
の
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
「
故
筈
學
博
士
呉
秀
三
君
」
（
『
中
外
筈
事
新
報
』
第
二
八
二
号
、
一
九
一
三
一
年
）
に
富
士
川
先
生
が
の
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
土

肥
先
生
と
三
名
で
『
支
那
筈
學
史
』
の
企
画
が
あ
っ
た
こ
と
は
土
肥
先
生
か
ら
富
士
川
先
生
へ
の
手
紙
（
『
芳
翰
帖
』
富
士
川
英
郎
、
鎌
倉
市
、

一
九
七
二
年
、
の
灼
番
）
に
ぷ
ら
れ
ま
す
。
呉
先
生
遺
品
の
な
か
に
、
中
国
医
学
史
に
つ
い
て
の
切
り
抜
き
、
書
き
抜
き
が
か
な
り
あ
り
ま
し

て
、
そ
の
な
か
に
富
士
川
先
生
に
よ
る
「
支
那
醤
史
稿
」
も
は
い
っ
て
お
り
ま
し
た
（
こ
れ
は
展
示
し
て
あ
り
ま
す
）
。
お
名
前
は
は
い
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
字
は
お
父
様
の
も
の
で
あ
る
と
英
郎
先
生
に
み
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
和
紙
一
○
枚
で
、
内
容
は
伏
義
氏
に
は
じ
ま
り
、
漢

て
、
そ
の
な
か
に
富
士
ｍ

お
り
ま
せ
ん
が
、
字
は
』

に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
。

一
九
一
○
三
宅
錐
一
と
の
共
華

一
九
一
八
『
東
洞
全
集
』
（
呉
）

一
九
二
五
『
日
本
雷
學
歴
史
資

こ
の
ほ
か
に
土
肥
慶
藏
と
『
支
諏

ま
た
呉
先
生
が
執
筆
に
さ
い
し
、
富
士
川
先
生
に
資
料
の
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
た
ず
ね
た
り
、
史
料
を
か
り
た
り
し
て
い
る
こ
と
も
、
の
こ

さ
れ
て
い
る
富
士
川
先
生
あ
て
の
手
紙
（
『
芳
翰
帖
』
）
に
み
ら
れ
る
と
お
り
で
す
。

（
カ
ッ
コ
内
は
主
と
し
て
仕
事
し
た
人
）

一
八
九
三
「
木
骨
考
」
、
『
日
本
醤
籍
孜
』
（
富
士
川
）

一
八
九
五
増
田
知
正
と
共
選
『
日
本
産
科
叢
書
』
（

一
八
九
五
、
九
六
「
日
本
書
人
譜
」
、
『
醤
史
料
』
全

一
八
九
六
「
痘
史
」
、
「
星
野
良
悦
先
生
」

一
九
○
五
、
○
六
土
肥
慶
藏
と
共
選
『
日
本
髻
學
叢
書
』

一
九
一
○
三
宅
淡
一
と
の
共
著
『
教
育
病
理
學
』

一
八
九
六
「
痘
史
」
、
「
星
野
南

執

一
九
○
一
「
名
薔
金
石
文
集
」

資
料
二
両
先
生
の
共
著

『
日
本
雷
學
歴
史
資
料
目
録
』

土
肥
慶
藏
と
『
支
那
書
學
史
』

の
計
画

害，へ

軍号
川
一

（
呉
）

戸、

四
一〆
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呉
秀
三
先
生
没
後
五
○
年
記
念
会
の
夕
食
会
で
富
士
川
英
郎
先
生
（
「
呉
先
生
御
一
家
と
私
た
ち
」
『
呉
秀
三
先
生
没
後
五
○
年
記
念
会
誌
』
、

呉
秀
三
先
生
没
後
五
○
年
記
念
会
・
東
京
、
一
九
八
三
年
）
は
、

い
ま
申
し
た
と
お
り
呉
先
生
と
父
と
の
交
友
は
四
○
年
に
あ
ま
る
永
い
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い
ま
考
え
て
、
私
は
呉
先
生
を
直
接

に
は
あ
ま
り
よ
く
存
じ
あ
げ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
よ
く
も
ま
あ
こ
の
二
人
が
四
○
年
も
一
度
も
喧
嘩
を
し
な
い
で
親
交
を
続
け
て
き
た
も

の
だ
と
い
う
感
想
を
強
く
持
つ
の
で
あ
り
ま
す
。

と
は
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
。
極
言
す
れ
ば
、
分
裂
気
質
と
類
て
ん
か
ん
気
質
と
両
先
生
の
気
質
は
か
な
り
ち
が
っ
て
も
、

い
ま
ま
で
も
う
し
あ
げ
た
三
分
野
に
く
わ
え
て
、
両
先
生
が
直
接
協
力
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
両
先
生
が
と
も
に
力
を
つ
く
さ
れ
た

四
分
野
の
あ
る
こ
と
を
、
さ
ら
に
指
摘
し
て
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
第
一
は
社
会
医
学
部
門
で
す
。
呉
先
生
の
精
神
病
学
者
と
し

て
の
仕
事
の
な
か
で
は
、
今
日
の
社
会
精
神
医
学
に
相
当
す
る
も
の
が
最
大
の
比
重
を
し
め
て
お
り
ま
す
。
富
士
川
先
生
も
社
会
医
学
、
社
会

病
理
学
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
論
文
を
か
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
も
「
社
会
」
と
い
う
だ
け
で
胡
散
く
さ
く
み
ら
れ
る
時
代
で
あ
り
ま
し

た
。
つ
ぎ
は
医
学
統
計
で
あ
り
ま
し
て
、
呉
先
生
に
『
竪
學
統
計
論
』
の
先
駆
的
訳
業
が
あ
り
、
ま
た
樫
田
五
郎
と
の
共
著
「
精
神
病
者
私
宅

監
置
ノ
實
況
」
に
「
及
ビ
其
統
計
的
観
察
」
と
つ
い
て
い
る
こ
と
は
、
皆
様
ご
存
じ
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
富
士
川
先
生
に
も
医
学
統
計
論
の

論
文
が
あ
り
、
統
計
を
あ
つ
か
っ
た
も
の
も
か
か
れ
て
お
り
ま
す
。
第
三
は
、
ま
え
に
報
告
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
「
日
本
に
お
け
る
精
神

病
学
用
語
の
変
遷
」
『
精
神
神
経
学
雑
誌
』
第
九
○
号
第
七
号
、
一
九
八
八
年
）
が
、
学
術
用
語
に
つ
い
て
両
先
生
は
い
く
つ
か
の
提
案
を
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
第
四
に
は
、
今
日
い
う
医
事
法
学
的
な
面
へ
の
両
先
生
の
関
心
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
両
先
生
が
わ
が
国
の
医

学
を
き
り
ひ
ら
い
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
同
方
向
の
、
ひ
ろ
い
、
い
わ
ば
今
日
的
な
認
識
を
も
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
、
し
め
し
て
お
り
ま

す
。

四
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強
情
さ
と
い
う
点
は
両
先
生
共
通
し
て
お
り
ま
し
た
。
呉
先
生
の
わ
か
い
頃
の
激
し
さ
は
、
中
年
か
ら
は
お
さ
え
ら
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
晩

（
五
）

年
に
も
爆
発
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
に
き
い
て
お
り
ま
す
。
両
先
生
を
む
す
び
つ
け
る
も
の
が
数
お
お
く
あ
っ
た
と
は
い
え
、
四
三
年
あ
ま

り
の
友
情
が
そ
う
か
わ
ら
ず
に
つ
づ
く
と
い
う
の
は
、
な
み
な
み
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
下
種
が
勘
ぐ
れ
ぱ
両
先
生
の
胸
中
を
さ
ま
ざ

ま
に
か
ん
が
え
て
み
る
こ
と
も
、
で
き
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
は
、
富
士
川
先
生
が
呉
先
生
を
た
て
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
面
が
お
お
く
あ

っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
か
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
た
ち
の
日
本
医
史
学
会
は
、
一
八
六
五
年
前
後
に
う
ま
れ
た
、
土
肥
先
生
を
ふ
く
む
諸
先
達
の
交
友
、
な
か
で
も
富
士
川
瀞
・
呉
秀

三
両
先
生
の
四
三
年
に
あ
ま
る
友
情
を
通
じ
て
う
ま
れ
、
そ
だ
っ
た
も
の
で
あ
る
、
ｌ
こ
の
点
を
ま
ず
再
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
両

先
生
の
最
初
の
出
会
い
か
ら
す
で
に
一
○
二
年
ち
か
く
、
日
本
医
史
学
会
が
日
本
医
学
会
の
第
一
分
科
会
と
し
て
あ
る
こ
と
は
ご
同
慶
の
至
り

で
は
あ
り
ま
す
が
、
医
学
史
研
究
の
現
状
は
ど
う
か
。

わ
が
国
に
医
史
学
の
完
全
な
講
座
が
一
つ
も
な
い
の
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
医
学
界
一
般
の
無
理
解
に
よ
る
と
な
げ
い

て
い
る
こ
と
も
で
き
ま
し
ょ
う
。
他
方
、
諸
文
献
に
医
学
史
に
関
す
る
記
述
が
ふ
え
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
な
か
に
は
ひ
ど
い
誤
り
が
し
ば

（
一
ハ
）

し
ば
み
ら
れ
ま
す
。
し
か
も
そ
れ
に
た
い
し
、
医
学
史
を
お
さ
め
て
い
る
も
の
の
批
判
も
あ
ま
り
に
手
ぬ
る
い
し
、
誤
り
を
公
認
す
る
に
ち
か

い
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
お
も
い
ま
す
。
相
互
批
判
も
ふ
く
め
て
わ
た
し
た
ち
が
批
判
の
目
を
も
っ
と
す
る
ど
く
も
つ
こ
と
も
要
求
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

た
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

わ
た
し
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
面
で
も
っ
と
も
っ
と
努
力
を
つ
よ
め
な
く
て
は
、
富
士
川
・
呉
両
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
達
の
学
恩
に
こ

「
吾
人
〔
中
略
〕
〈
自
ラ
省
ミ
テ
、
吾
人
ノ
熱
心
・
努
力
ノ
未
ダ
足
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ァ
ル
’
一
悟
促
タ
ラ
ズ
ン
ゞ
ハ
ァ
ル
ベ
ヵ
ラ
ズ
」
。
こ
れ
は

呉
先
生
が
「
精
神
病
者
私
宅
監
置
ノ
實
況
及
ビ
其
統
計
的
観
察
」
（
『
東
京
書
學
會
雑
誌
』
第
三
二
巻
第
一
三
号
、
一
九
一
八
年
）
の
結
び

の
ほ
う
に
の
べ
て
お
ら
れ
る
こ
と
ば
で
す
が
、
こ
の
引
用
を
も
っ
て
報
告
を
お
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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こ
れ
は
一
九
九
○
年
一
○
月
七
日
の
富
士
川
勝
先
生
没
後
五
○
年
記
念
会
に
お
け
る
報
告
を
、
ス
ラ
イ
ド
部
分
を
の
ぞ
い
て
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
再
現
し
た
も

ゆ

の
で
あ
る
。

注
（
一
二
）

/~、こ
こ、_／

呉
先
生
は
「
日
本
書
學
史
の
序
」
に
、
「
余
は
前
に
文
学
の
研
究
を
思
ひ
止
ま
っ
た
と
同
じ
く
其
後
又
今
も
専
門
と
す
る
精
神
病
学
に
て
学
問
上
の

興
味
を
加
へ
た
る
に
従
っ
て
次
第
に
医
史
的
研
究
の
方
に
は
遠
ざ
か
っ
て
来
た
」
、
「
余
が
中
途
に
思
ひ
切
っ
た
所
の
我
邦
の
太
古
よ
り
の
医
史
」
と

の
べ
、
さ
ら
に
『
醤
聖
堂
叢
書
』
（
呉
秀
三
・
東
京
、
一
九
二
三
年
）
の
「
序
」
に
、

余
嘗
テ
我
邦
医
学
歴
史
］
一
多
大
ノ
興
味
ヲ
抱
キ
。
初
一
ス
之
ガ
編
纂
一
一
モ
当
ラ
ン
カ
ト
思
ヒ
シ
コ
ト
ア
リ
。
ソ
ノ
材
料
ト
ナ
ル
。
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
蒐

集
セ
シ
コ
ト
一
日
一
一
ア
ラ
ズ
。
〔
中
略
〕
然
ル
’
一
其
後
志
望
ヲ
編
史
一
一
絶
チ
タ
ル
ョ
リ
、
此
等
ノ
図
書
〈
大
抵
之
を
放
榔
シ
揮
散
シ
テ
残
ス
所

今
ャ
紗
少
ト
ナ
リ
タ
レ
ド
モ
。
肖
像
手
蹟
及
ビ
余
ガ
専
門
科
一
一
関
ス
ル
書
籍
〈
猶
ホ
之
ヲ
手
元
二
留
メ
置
キ
タ
リ
。

と
か
い
て
い
る
。
富
士
川
文
庫
に
は
、
呉
先
生
か
ら
富
士
川
先
生
に
お
く
ら
れ
た
も
の
が
か
な
り
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
「
呉
氏
文
庫
印
」
、
「
呉
氏
蔵

書
之
印
」
の
あ
る
も
の
が
富
士
川
文
庫
本
に
実
際
ど
の
ぐ
ら
い
あ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
東
京
大
学
医
学
図
書
館
所
蔵
呉
秀
三
文
庫
中
の
「
郡
山
棲

所
藏
醤
書
目
録
」
（
内
表
紙
に
は
「
以
呂
波
別
呉
氏
豐
書
目
録
杜
溪
書
院
」
と
あ
る
、
「
郡
山
模
」
、
「
杜
溪
書
院
」
は
と
も
に
呉
先
生
書
斎
名
、
お

そ
ら
く
留
学
前
の
呉
先
生
自
筆
）
の
内
容
と
富
士
川
文
庫
と
の
照
合
も
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
．

は
一
八
九
一
年
一

鑑
の
弟
で
あ
る
。

呉
先
生
は
「
日
圭

正
確
に
い
え
ば
、
呉
先
生
が
う
ま
れ
た
二
月
一
七
日
は
元
治
二
年
で
、
元
治
二
年
四
月
七
日
に
慶
応
元
年
と
改
元
さ
れ
て
い
る
。

藤
浪
鑑
（
一
八
七
○
’
一
九
三
二
）
は
、
一
九
○
○
年
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
一
九
○
七
年
（
明
治
四
○
年
）
五
月
一
八
’

二
○
日
の
京
都
医
学
会
第
四
次
総
会
に
さ
い
し
て
は
、
藤
浪
が
中
心
に
な
っ
て
医
史
材
料
陳
列
が
な
さ
れ
、
そ
の
さ
い
富
士
川
先
生
の
助
言
を
え
て

い
る
。
五
洋
生
「
京
都
醤
學
會
第
四
次
總
會
誌
ノ
後
一
一
記
ス
」
（
「
京
都
瞥
學
會
第
四
次
總
會
誌
」
『
京
都
醤
學
雑
誌
』
第
四
巻
附
録
）
は
、
医
史
材

料
陳
列
を
み
て
「
骨
折
損
ノ
草
臥
儲
」
だ
け
と
い
っ
た
人
が
あ
る
こ
と
に
い
か
り
、
徹
頭
徹
尾
模
倣
医
学
・
輸
入
医
学
で
あ
る
わ
が
国
医
学
の
現
状

を
き
び
し
く
指
摘
し
、
歴
史
認
識
を
通
じ
て
日
本
医
学
を
確
立
す
べ
き
こ
と
を
は
げ
し
く
う
っ
た
え
て
い
る
（
こ
れ
は
、
現
在
再
評
価
さ
る
べ
き
大

文
章
で
あ
る
）
。
富
士
川
先
生
は
二
年
後
一
九
○
九
年
五
月
一
六
日
の
第
六
次
総
会
で
「
西
洋
薔
學
ノ
輸
入
」
の
講
演
を
さ
れ
た
（
内
容
は
、
『
京
都

醤
學
雑
誌
』
第
七
巻
第
一
号
、
一
九
一
○
年
）
。
京
都
帝
国
大
学
と
富
士
川
先
生
と
の
結
び
つ
き
は
藤
浪
を
介
す
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
渕
源

は
一
八
九
一
年
本
郷
街
上
に
お
け
る
出
会
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
四
○
’
四
二
年
と
日
本
医
史
学
会
理
事
長
を
し
た
藤
浪
剛
一
は
、
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］
色
で
画
目
①
い
⑦
員
扁
Ｑ
一
口
目
①
毎
画
Ｑ
す
①
四
口
目

弄
苛
の
貝
』
①
島
ｏ
匙
浄
〕
』
胃
○
吋
冠
呉
．
］
四
℃
四
目
．

ご
門
．
目
曽
冨
乏
四
曙
。
（
昂
＄
１
く
ぢ
色
）
回
国
．
Ｑ
己
吋
．
尻
胃
の
餡
昌
３
（
届
＄
、
ノ
、
ご
篭
）
芝
曾
①
９
国
戸
冒
号
①
箇
冒
⑥
滞
胃
画
貝
一

８
日
①
烏
ご
目
吾
①
箇
日
①
胃
の
瀞
ｇ
員
①
〉
国
－
８
ｍ
匡
目
四
．
鯉
口
。
①
昏
命
〕
門
ｍ
白
骨
目
烏
湧
９
号
｝
〕
且
恥
⑦
冒
○
易
』
貝
①
ロ
言
○
ご
ぃ
８
ｍ
目
号

。

■

●

号
①
旨
の
島
の
巴
冨
駕
○
吋
く
ａ
］
回
己
國
冒
．
弓
彦
①
』
門
卸
夙
計
日
命
①
昌
侭
目
巨
牌
毒
四
ぐ
①
○
月
自
国
①
Ｑ
昌
号
①
①
旨
ユ
呉
馬
路
○
門
日
号
①

■

●
Ｑ

一
Ｕ
①
四
日
昌
旨
』
旨
い
○
局
胃
、
、
＠
．
自
国
胃
、
＠
画
〕
蜀
目
与
芦
汽
画
夛
国
画
昌
旦
閨
添
匡
門
③
ず
⑥
四
四
国
ｍ
ｏ
ｐ
Ｏ
口
、
鴛
巨
Ｑ
ご
○
ｐ
Ｈ
目
①
ｑ
〕
Ｏ
脚
罠
写
〕
鼻
○
吋
く
◆
因
冒
奇
声
尉
匡
目
〕
①
〉

●

ず
ワ
ロ
ロ
①
い
⑦
目
①
ｓ
ｏ
旨
①
毎
画
Ｑ
す
①
召
旨
８
里
閏
己
○
昌
胃
房
○
乏
昌
詐
典
．
国
昌
○
画
ご
浄
乏
８
崖
品
匡
①
、
禺
号
①
日
８
○
戸
旨
討
罠
・
①
胃
冒

冒
吾
①
笥
胃
、
昏
呉
ざ
号
乏
＆
》
己
吋
．
尻
目
“
①
房
８
日
①
ご
巨
暑
農
四
罠
①
且
冒
、
冒
胃
匡
四
鼠
胃
）
四
目
巳
冨
巨
唱
ぐ
①
昌
戸
も
ご
唖

画
茸
①
貝
も
扇
胃
８
回
も
筐
目
循
四
８
日
旦
興
①
宮
胃
Ｏ
ｑ
Ｏ
目
］
四
℃
口
ロ
①
、
①
目
①
ａ
ｎ
旨
⑦
．
門
口
ら
Ｅ
》
ご
門
．
蜀
旦
涛
四
言
画
島
巨
目
ｇ
の
ａ
目

Ｃ
Ｏ
目
宮
｝
旨
い
画
８
日
頁
の
冨
昌
』
ぐ
の
ぽ
質
Ｏ
ｑ
ｇ
］
名
四
昌
劇
①
９
８
冨
邑
①
．
冒
匡
邑
昌
①
円
滞
日
ぃ
国
民
．
、
桝
昌
①
門
①
堕
冒
同
ａ
｝
易
ミ
○
詩

（
ｇ
東
京
大
学
医
学
図
書
館
所
蔵
呉
秀
三
文
庫
に
は
、
「
富
士
川
家
蔵
本
」
の
印
あ
る
も
の
が
五
冊
あ
り
、
う
ち
二
冊
は
「
呉
氏
蔵
書
之
印
」
を
け
し
て

あ
り
、
ほ
か
に
も
呉
先
生
遺
品
中
に
「
富
士
川
家
蔵
本
」
の
印
あ
る
も
の
が
あ
る
。

（
吾
精
神
病
学
教
室
の
拡
張
に
つ
い
て
呉
先
生
が
青
山
胤
通
医
科
大
学
長
に
た
い
し
な
ぐ
り
か
か
ら
ん
ば
か
り
に
な
っ
た
こ
と
は
、
近
藤
次
繁
（
「
呉
秀

三
先
生
を
偲
ぶ
夕
」
『
日
本
雷
事
新
報
』
第
八
六
九
号
、
一
九
三
九
年
）
が
か
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
二
四
年
新
設
の
北
海
道
帝
国
大
学
医
学

部
の
助
教
授
（
精
神
病
学
担
当
）
と
な
っ
た
久
保
喜
代
二
が
間
も
な
く
そ
こ
を
お
わ
れ
た
と
き
に
、
呉
先
生
が
は
げ
し
い
怒
り
を
し
め
し
た
こ
と
が

宍
）
た
と
え
ば
、
『
日
本
醤
史
學
雑
誌
』
に
お
け
る
本
の
紹
介
で
も
、
ず
い
ぶ
ん
と
あ
ま
い
も
の
が
み
ら
れ
る
。

部
の
助
教
授
（
精
神
一

つ
た
え
ら
れ
て
い
る
。

ｐ
Ｈ
．
甸
且
涛
四
鼻
国
昌
割
四
宮
・
ｐ
Ｈ
．
【
〔
員
①
の
画
回
国
９
号
の
胃
時
冷
冒
烏
巨
己

閏
己
昏
①
⑱
冨
号
ｇ
冨
巴
旨
巴
困
厨
さ
ご

く

す
ぐ
国
開
巨
○
○
屍
シ
ロ
シ

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
）
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onmedicalhistory・Finally,inl927Drs.FUjikawaandKurefbundedtheJapanSocietyofMedical
History.Dr.KurewaselectedthechiefdireCtor.

TheirwarmfiFiendshiplastedfbrmorethanfbrtyyears.ThestudyofthcmedicalhistoryinJapan
grewoutoftheirfi､iendshipandcooperation.Rememberingthesetwoeminentpioneers,itisunfbrtunate
thattheJapanesemedicalcommunityoftodaystilltakessuchlittleinterestinmedicalhistory.
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